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苦しくて楽しい多様な経験
馬越：会長のご経歴を拝見しましたが、とても多

彩なご経歴ですね。

長島：技術系なので研究開発に憧れて入社し、最

初は繊維の研究所に配属されました。しかし３年

間ほどしたら、「どうも自分の性に合わない」と

思い始め、すぐ子会社へ行きました。子会社では

生産現場の品質管理をやり、４年ほどで本社へ呼

び戻されました。今度は、研究所で開発された技

術を実際に生産技術に移す部署に異動しました。

そのうちに、「部内でお前が一番若いから、海外

留学に行くか」、「はい、行きます」と二つ返事で

アメリカに１年ほど行きました。帰国後すぐに「メ

キシコに行け」、「えっ」、「メキシコはスペイン

語ですが」、「そうだ」。今までの英語の勉強はど

うなったのかと思いつつもスペイン語の勉強を始

め、メキシコに飛んで行きました。

馬越：どのくらいメキシコにおられましたか。

長島：上司に「メキシコは何年くらいですか」と

聞いたら、指２本を立てて見せました。「２年な

ら引っ越し荷物も少なく、家族を呼んで過ごした

らあっという間だ」と思っていたら、延長・延長

で結局４年になりました。英語を勉強していたお

かげで、スペイン語もある法則を見つけ出し、割

と簡単に感じました。スペイン語の歌も覚えてス

ペイン語を勉強したところ、半年くらいでスーッ

と話せるようになりました。４年後に帰ってきた

ら、今度は「子会社へ出向してくれ」。新しい技

術の開発を担当することになり、「ずっとここに
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